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連
載
・
イ
ベ
ン
ト

新
橋
ま
ち
な
か
大
学
院
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
り

―
―
未
来
の
た
め
の
シ
ル
バ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第⑭回

▼
シ
ル
バ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

２
０
１
９
年
７
月
21
日
に

行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
が
生

ま
れ
た
。
最
も
大
き
な
こ
と

は
、
山
本
太
郎
氏
が
率
い
る

「
れ
い
わ
新
選
組
」
の
２
議

席
獲
得
で
あ
ろ
う
。
山
本
氏

自
身
は
、
ど
の
当
選
者
よ
り

も
多
い
得
票
で
あ
っ
た
が
、

自
党
（
自
民
党
で
は
な
い
）

の
二
人
に
先
に
席
を
譲
っ
て

落
選
し
た
。
当
選
は
次
の
選

挙
に
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
選
挙
後
、
よ
く
報
道
さ

れ
た
こ
と
は
、
投
票
率
の
低

下
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
の
投

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転

換
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
ト

レ
ン
ド
で
あ
る
が
、
先
導
的

に
や
る
か
後
発
的
に
や
る
か

は
、
国
民
性
や
空
気
観
に
よ

る
。
黒
船
来
航
に
対
す
る
江

戸
幕
府
の
鎖
国
か
開
国
か
、

の
選
択
に
似
て
い
る
。

時
代
の
波
に
如
何
に
身
を

処
す
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

視
座
は
「
未
来
」
し
か
な

い
。
新
橋
ま
ち
な
か
大
学
院

は
、
未
来
を
、
22
世
紀
も
主

眼
と
し
て
い
る
。

▼
東
京
・
新
橋
の
役
割

東
京
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
一

つ
で
あ
る
新
橋
は
、
活
気
に

満
ち
て
い
る
。
夕
方
、
東
京

上
野
ラ
イ
ン
は
、
湘
南
方
面
、

宇
都
宮
方
面
、
さ
ら
に
取
手
・

成
田
方
面
の
ホ
ー
ム
は
通
勤

客
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の

選
挙
と
い
う
民
主
主
義
の
原

点
が
、
高
齢
者
に
よ
っ
て

「
支
配
的
」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、「
シ
ル
バ
ー
・
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
呼
ん
で
い

る
。

▼
未
来
志
向
の

シ
ル
バ
ー
養
成
講
座

参
議
院
選
挙
前
の
７
月
８

日
に
、
未
来
の
た
め
の
シ
ル

バ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
講
座

『
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
を
孫
に
の
こ
す
』
と
題
し

た
「
新
橋
ま
ち
な
か
大
学

院
」
の
講
座
を
実
施
し
た

（
写
真
）。
講
師
は
、
佐
藤
彌

右
衛
門
氏
で
あ
る
。
同
氏

は
、
本
紙
の
読
者
は
承
知
の

会
津
電
力
の
会
長
で
あ
り
、

ご
当
地
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
の

創
始
者
で
も
あ
り
、
福
島
県

喜
多
方
市
の
大
和
川
酒
造
の

９
代
目
当
主
で
も
あ
る
。
会

津
や
福
島
と
い
う
地
域
に
視

点
を
置
く
活
動
で
あ
る
。

当
日
は
、
一
般
社
団
法

人
・
洸
楓
座
の
主
催
で
あ
る

が
、
株
式
会
社
・
光
と
風
の

研
究
所
の
後
援
を
得
て
、
総

勢
50
名
を
超
え
る
参
加
者
で

あ
っ
た
。
会
場
の
広
さ
か
ら

机
は
使
わ
ず
、
車
座
風
に
椅

子
を
配
置
し
、
講
師
と
密
着

で
き
る
形
式
と
し
た
。
大
学

院
と
名
付
け
て
い
る
の
で
、

大
人
数
の
研
究
室
の
ゼ
ミ
と

い
う
趣
向
で
あ
る
。

参
加
者
は
、
予
想
通
り
60

歳
を
超
え
る
人
が
大
方
で
、

「
未
来
派
の
シ
ル
バ
ー
」
が

参
集
し
た
。
こ
の
講
座
は
、

前
述
し
た
弊
害
と
し
て
の

「
シ
ル
バ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
」
で
は
な
く
、「
未
来
志

向
の
シ
ル
バ
ー
・
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
を
つ
く
る
こ
と
が
目

的
で
あ
っ
た
。

▼
目
標
設
定

こ
こ
で
、「
新
橋
ま
ち
な

か
大
学
院
の
目
標
設
定
に
つ

い
て
述
べ
る
。
一
般
社
団
法

人
・
洸
楓
座
は
、
２
０
１
９

年
１
月
末
に
、
東
京
都
港
区

新
橋
に
法
人
登
録
し
た
。
洸

楓
座
と
い
う
名
称
は
、
そ
の

漢
字
の
ヘ
ン
と
ツ
ク
リ
に
、

水
力
・
太
陽
光
・
バ
イ
オ
マ

ス
・
風
力
・
地
熱
を
意
味
づ

け
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
推

進
す
る
た
め
の
人
び
と
の
集

ま
り
を
原
点
と
し
て
い
る
。

現
在
、
大
き
な
書
店
の
書

棚
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
掲
げ
た
数
多
な
本

が
並
ん
で
い
る
。
―
そ
の
種

類
、
シ
ス
テ
ム
、
活
用
、
政

策
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
未
来

予
測
、
経
済
、
国
内
外
比

較
、
法
律
、
事
業
、
歴
史
、

入
門
等
々
、
多
彩
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
進

め
て
い
る
。

再
生
不
可
能
な
こ
れ
ま
で

の
シ
ス
テ
ム
や
考
え
か
ら
、

票
率
は
48
・

８
㌫
で
あ
っ

た
。
選
挙
権

が
18
歳
以
上

と
さ
れ
て
初

め
て
の
前
回

の
参
議
院
選

挙
で
は
、
18

歳
、
19
歳
の

若
者
の
投
票

率
は
45
・
45

㌫

だ

っ

た

が
、
今
回
は

31
・

33

㌫

で
、
む
し
ろ

全
体
の
投
票

率
を
下
げ
て

し
ま
っ
た
。

20
歳
以
上
の

若
者
も
同
じ

く
、
投
票
率

が
低
い
。

一
方
、
60

歳
代
は
70
㌫

で
、
70
歳
以

上
で
も
60
㌫

を
超
え
て
い

る
（
前
回
参

議
院
選
）。

こ
う
し
て
、

④の新橋まちなか大学院の会場風景＆佐藤彌右衛門氏

佐藤彌右衛門氏の語り口は会津言葉で柔らかだが、
その一方でエネルギーを語る舌鋒は鋭い

◆下水道展'19横浜
会期：8月6日（火）～ 9日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（初
日開館10：30 ／最終日閉館16：
00）▷会場：パシフィコ横浜 展
示ホールA ～ D ／アネックスホ
ール（神奈川県横浜市西区みなと
みらい1-1-1）▷主催：公益社団
法人日本下水道協会/問合せ先：
下水道展事務局03-6808-9380

◆エネルギーイノベーションジャパン
／ Smart Energy Japan WEST 2019
会期：8月27日（火）～ 28日（水）▷開催
時間：10：00 ～ 17：00▷会場：マイ
ドームおおさか（大阪市中央区本町橋
2番5号）▷参加費：3,000円（税込、招
待状持参者、Webでの事前来場登録者
は無料）▷主催：一般財団法人省エネ
ルギーセンター／ JTBコミュニケーシ
ョンデザイン/問合せ先：JTBコミュ
ニケーションデザイン03-5657-0762

◆［関西］スマートエネルギー Week
2019（第7回［関西］太陽光発電展 
～／第6回［関西］二次電池展／第
6回［ 関 西 ］ ス マ ー ト グ リ ッ ド 
EXPO ／第4回［関西］バイオマス

展／第3回［関西］火力発電 EXPO）
会期：9月25日（水）～ 27日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
インテックス大阪（大阪市住之江区
南港北1-5-102）▷入場料：事前登録
の上で招待券持参で無料／招待券が
無い場合は5,000円▷主催：リード
エグジビション ジャパン/問合せ
先：＜出展に関して＞03-3349-8576
／＜来場に関して＞03-5324-1312

◆京都スマートシティエキスポ2019
会期：10月3日（木）・4日（金）▷開催
時間：10：00 ～ 17：00）▷会場：長
浜バイオ大学ドーム（滋賀県長浜市
田村町1320）▷参加費：無料▷主催：
びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員
会/問合せ先：京都スマートシティ
エキスポ2019運営事務局050-5804-
1338（サクラインターナショナル内）

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2019
会期：10月16日（水）～ 18日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（最終日
は16：00まで）▷会場：けいはんな
学園都市／オープンイノベーション
センター（KICK）／国際高等研究所／
けいはんなプラザ（京都府木津川市
／精華町）▷参加費：無料▷主催：
京都スマートシティエキスポ運営協
議会/問合せ先：実行委員会事務局

077-528-3793

●NEDO・ソーラーカー工作教室（さい
わい子どもエコフェア内）
会期：8月7日（水）▷ 開催時間：①
10：00 ～ 11：30 ／②13：00 ～ 14：
30▷会場：川崎市幸区 幸市民館（神
奈川県川崎市幸区戸手本町1-11-2）
▷入場料・参加費：無料（専用HPで
事前登録制）▷問合せ先：川崎市 幸
区役所まちづくり推進部企画課044-
556-6612

● あ い ち 水 素 社 会 体 験 ツ ア ー 2019
セントレアコース
会期：8月21日（水）▷見学場所：セ
ントレア水素ステーション（愛知県
常滑市セントレア三丁目8番19）▷集
合場所：イオンモール常滑（常滑市
りんくう町2丁目20-3）▷集合時間：
①10：30・ ②13：15・ ③15：15（受
付時間10：00 ～ 15：00）＊先着順▷
募集対象：小学生（保護者の同伴が
必要）／中学生 ※1組2名様以上のグ
ループで申込み／未就学児は不可▷
参加費：無料▷主催：愛知県/問合
せ先：愛知県産業科学技術課 科学
技術グループ052-954-6351

●首都大学東京 水素エネルギー社会
構築推進研究センター主催　第4回

国際シンポジウム
会 期：8月22日（木 ）▷ 開 催 時 間：
10：00 ～ 17：00▷会場：首都大学
東京（南大沢キャンパス）国際交流会
館1階 大会議室（東京都八王子市南
大沢1-1）▷参加費：無料（事前申込
制）▷主催：首都大学東京 水素エネ
ルギー社会構築推進研究センター

●水素社会のための市民講座「これから
の地球環境を支える水素エネルギー」
会 期：8月23日（金 ）▷ 開 催 時 間：
13：00 ～ 16：00▷会場：首都大学
東京（南大沢キャンパス）6号館110教
室（東京都八王子市南大沢1-1）▷参
加費：無料（事前申込制）▷主催：首
都大学東京 水素エネルギー社会構
築推進研究センター
＊同時開催：高校生向け「SDGs時代
の水素エネルギー社会について考え
る探究支援プログラム」▷開催時
間：13：00 ～ 16：00▷会場：首都
大学東京（南大沢キャンパス）6号館
110教室／ 6号館1階ロビー（東京都
八王子市南大沢1-1）

●【雑草対策】O&Mプロ研修・大阪
会期：8月27日（火）▷開催時間：13：00
～ 16：30▷会場：新大阪丸ビル別館 
2-1B号室（大阪府大阪市東淀川区東中島
1-18-22 丸ビル別館）▷参加費：会員無

料／賛助団体所属17,000円／非会員
22,000円▷主催：一般社団法人新エネ
ルギー O&M協議会/問合わせ先：info@
pvom.jp

●2019年度電力負荷平準化・省エネル
ギー社会実現セミナー～蓄熱×ヒー
トポンプ＝スマート空調・給湯シス
テム～（関東地区 東京）
会期：9月13日（金）▷開催時間：13：
30 ～ 17：00（受付開始13：00）▷会場：
AP秋葉原 5階【A+B+C】（東京都台東
区秋葉原1番1号 秋葉原ビジネスセン
ター）▷参加費：無料（事前申込制）▷
主催：一般財団法人ヒートポンプ・
蓄熱センター /問合せ先：ヒートポン
プ・蓄熱センター 蓄熱技術部 セミ
ナー事務局03-5643-2403

●未来社会を支える温暖化対策技術シン
ポジウム in 関西
会期：9月26日（木）▷開催時間：13：
00 ～ 17：25（受付開始12：30）▷会場：
大阪科学技術センター大ホール（大阪
市西区靱本町1-8-4）▷参加費：無料
（事前申込制）▷主催：公益財団法人
地球環境産業技術研究機構/問合せ先：
0774-75-2301

新エネルギー関連
イベントカレンダー（8月～ 10月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会
展示会

り
、
政
治
や
制
度
、
産
業
や

暮
ら
し
も
、
日
本
の
現
状
と

は
違
っ
て
い
た
。
④
は
、
ヒ

ト
・
カ
ネ
ば
か
り
で
な
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
地
方
の
ご
当
地

も
の
を
東
京
に
奪
取
さ
れ
、

危
険
と
放
射
能
被
害
、
そ
の

風
評
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
か

ら
の
独
立
解
放
・
自
立
に
つ

い
て
の
実
践
に
つ
い
て
知
り
、

共
感
し
た
。
②
と
④
で
は
、

先
導
派
を
増
や
し
た
は
ず
だ
。

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

以
上
の
よ
う
に
、
地
方
と

地
域
の
活
性
化
は
、
故
郷
と

共
通
す
る
も
の
で
も
あ
り
、

地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

と
は
相
性
が
い
い
。
佐
藤
彌

右
衛
門
氏
の
取
り
組
み
は
、

２
０
１
２
年
か
ら
具
体
化
さ

れ
た
が
、
映
画
『
お
だ
や
か

な
革
命
』
で
描
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、
若
者
か
ら
中
高

年
、
さ
ら
に
地
方
や
地
域
に

広
が
っ
て
い
る
。
持
続
可
能

な
未
来
の
た
め
に
動
い
て
い

る
。
そ
れ
は
、
国
連
の
方
向

付
け
で
あ
る
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
合

致
し
て
い
る
。「
新
橋
ま
ち

な
か
大
学
院
」
は
、Shimba

shi 
Downtown 

Graduate 

School

と
表
記
す
る
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
と
な
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

は
、
９
月
以
降
も
継
続
し
て

行
わ
れ
る
。

（
６
月
24
日
、
寮
美
千
子
）

④
―
未
来
の
た
め
の
シ
ル
バ

ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
講
座
―

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
を
孫
に
の
こ
す
」（
７
月

８
日
、
佐
藤
彌
右
衛
門
）

▼
具
体
的
内
容

ま
ず
①
は
、
東
京
と
地
方

の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
・
カ

ネ
な
ど
つ
な
が
り
を
、
地
域

紙
の
情
報
と
し
て
掲
載
、
共

有
し
て
快
活
（
＝
快
適
生

活
）
を
つ
く
ろ
う
と
の
意
見

交
換
を
ゼ
ミ
風
に
行
っ
た

（
本
紙
第
１
２
４
号
（
２
０

１
９
年
２
月
11
日
発
行
）
に

紹
介
し
た
）。

次
に
③
は
、
閉
塞
状
態
に

あ
る
地
方
の
状
況
を
、〝
刑
務

所
の
中
に
収
監
さ
れ
て
い
て

も
、
自
身
の
過
去
を
表
現

し
、
出
所
後
の
未
来
を
生
き

る
た
め
に
、
現
在
を
修
行
の

時
〟
と
見
立
て
、
地
方
再

生
、
す
な
わ
ち
「
ふ
る
さ
と

快
活
」
の
た
め
の
「
出
来
る

状
況
づ
く
り
」
を
エ
フ
ェ
ク

ト
に
す
る
こ
と
を
、
参
加
者

が
学
び
共
有
し
た
。

ま
た
②
と
④
は
、
―
未
来

の
た
め
の
シ
ル
バ
ー
・
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
講
座
―
で
あ
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

に
向
け
た
正
面
か
ら
の
講
座

で
あ
る
。
②
は
、
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
先
進
国
デ
ン
マ
ー

ク
の
過
現
未
に
つ
い
て
で
あ

の
４
回
で
あ
る
。

①
新
橋
ま
ち
な
か
大
学
院
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
「
地
域
紙
で
〝

ふ
る
さ
と
快
活
〟
を
め
ざ

す
」（
２
月
１
日
）

②
―
未
来
の
た
め
の
シ
ル
バ

ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
講
座
―

「
北
欧
デ
ン
マ
ー
ク
の
暮
ら

し
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
」（
４
月
５
日
、
ス
テ
フ

ァ
ン
・
ケ
ン
ジ
・
ス
ズ
キ
）

③
―
す
べ
て
の
ひ
と
の
未
来

を
切
り
開
く
た
め
に
―
「
奈

良
少
年
刑
務
所
で
の
絵
本
と

詩
の
教
室
の
エ
フ
ェ
ク
ト
」

多
く
は
地
方

出
身
者
が
多

い
。
新
橋
で

行

う

べ

き

は
、
東
京
と

地
方
を
つ
な

ぐ
こ
と
で
あ

り
、
卒
「
東

京

一

極

集

中
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で

「
新
橋
ま
ち

な

か

大

学

院
」
で
行
っ

た
テ
ー
マ
と

講
座
は
、
次


